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 平素はNPO法人ヒーローズに格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

来る２月２５日(土)、２６日(日)に小学生のラグビースクール全国大会、 

「第９回 ヒーローズカップ決勝大会」を、東大阪市・花園ラグビー場にて開催

します。 

   

 第９回決勝大会出場チーム数は、各地域大会に参加したチーム数が増えたの

に伴い、昨年度の１６チームから４チーム増え、２０チームとなりました。 

 昨年の９月から約５ヶ月間にわたり、北海道、東北、関東、東海北陸、近畿、

中国、四国、関西、九州で開催された各地域の大会には、約２００チーム、約

５０００名の子どもたちが参加しました。各地域大会の激戦を勝ち抜き、決勝

大会の切符を手にした代表２０チームが花園ラグビー場に集結します。 

 

 この決勝大会は、第９回ヒーローズカップの優勝を目指して、２日間にわた

って熱い戦いが繰り広げられます。本大会を目指してプレーしてきた子どもた

ちがついに迎える晴れ舞台となります。 

 ヒーローズカップはラグビーの普及・技能の向上だけでなく、参加する子供

たちが人間性を育み高めあい「ONE FOR ALL ALL FOR ONE」の実践をすることも

目的としています。  

  

 決勝大会の特別ゲストとして日本代表として大活躍をされ、スーパーラグビ

ーの日本チーム「サンウルブズ」の大野均選手（ロック）。元日本代表センタ

ーとして活躍、今季は同志社大学のバックスコーチに就任しました大西将太郎

さんです。 

 決勝大会の取材をご希望の方は、２月２４日(金)の１７：００までに、ヒー

ローズカップ実行委員会までお電話またはメールにてご連絡をお願いいたしま

す。 

 

 また、決勝大会の模様は小・中学生のアスリート動画チャンネル「アスチャ

ンTV」にてLIVE配信をいたします。 http://www.asuchan.tv/ 

 

第９回 ヒーローズカップ決勝大会開催のお知らせ 

http://www.asuchan.tv/


■大会概要 

 

大会名称：第９回ヒーローズカップ決勝大会 

 

目  的：公益財団法人日本ラグビーフットボール協会が掲げる「JRFU 戦略計 

     画」に則り、ラグビーファミリーの増大を実現するため、全国のラ

グビースクール大会を実施することで全国各地域でのスクールラグ

ビーの活動を活性化し、幅広い交流促進に寄与する。併せて大会を

通じて切磋琢磨することにより、少年少女の技能の向上と心身の成

長を目指すと共に、「ONE FOR ALL ALL FOR ONE」のラグビー精神を

理解体得した選手を育成し、将来のラグビーを担うだけではなく、

幅広い各分野で日本を支えてくれる多くのヒーローたちを育てる。

また素晴らしい大会を作り上げることを通じ、参加する皆が人間性

を育み高めあうことを目的とする。 

 

主   催：特定非営利活動法人ヒーローズ 

 

主   管：ヒーローズカップ実行委員会 

 

協賛社 ：大正製薬株式会社、東亞合成株式会社、神鋼商事株式会社、  

株式会社朝日新聞社、伊藤忠商事株式会社、六甲バター株式会社、 

株式会社日能研、住友林業株式会社 

 

後   援：文部科学省スポーツ庁  関西ラグビーフットボール協会 

     大阪府ラグビーフットボール協会 

      東大阪市  東大阪市教育委員会 

 

期    間：２０１７年２月２５日（土）、２６日（日） 

 

会    場：東大阪市 花園ラグビー場 

 

 

 

 

 

 



参加チーム：各地区大会を勝ち抜いた全２０チーム   

[北海道代表①] 北海道バーバリアンズジュニア（北海道） 

[東北代表①] 高清水ラグビースポーツ少年団（秋田県） 

[関東代表⑥] 

ブレイブルーパス府中ジュニアラグビークラブ（東京都） 

ワセダクラブ・ラグビースクール（東京都） 

世田谷区ラグビースクール（東京都） 

鎌倉ラグビースクール（神奈川県） 

横浜ラグビースクール（神奈川県） 

伊賀良ラグビースクール（長野県） 

      

[関西代表⑧]   

関ラグビースクール（岐阜県） 

東大阪ラグビースクール（大阪府） 

京都西ラグビースクール（京都府） 

大阪中央ラグビースクール（大阪府） 

吹田ラグビースクール（大阪府） 

阿倍野ラグビースクール（大阪府） 

東大阪ラグビースクール（大阪府） 

兵庫県ラグビースクール（兵庫県） 

三田ラグビークラブジュニア（兵庫県） 

[九州代表④] 

春日リトルラガーズクラブ（福岡県） 

草ヶ江ヤングラガーズクラブ（福岡県） 

大村ラグビースクール（長崎県） 

長崎ラグビースクール（長崎県） 

 

表    彰：カップトーナメント優勝・準優勝・３位チーム、４位チーム、 

     プレートトーナメント優勝チーム、 

     ボウルトーナメント優勝チーム、 

     シールドトーナメント優勝チーム 

     スプーントーナメント優勝チームを表彰する。  

 

大会情報：「第９回ヒーローズカップ ウェブサイト」 

      URL アドレス http://www.heroes-cup.com/index.html 

 

 

 

http://www.heroes-cup.com/index.html


■参考資料 

 ①各地区大会の概要 

平成 28 年 11 月 12 日(土)・13 日(日) 東北大会   一関サッカー・ラグビー場 

平成 28 年 11 月 12 日(土)・13 日(日) 中国地区大会 ツネイシしまなみビレッジ 

平成 28 年 11 月 27 日(日)  関東大会海老名会場 神奈川県海老名運動公園陸上競技場 

平成 28 年 12 月 4 日(日)  関東大会熊谷会場  熊谷ラグビー場 B・Cグラウンド 

平成 28 年 12 月 11 日(日) 近畿地区大会  大阪国際大学人工芝ラグビー場  

平成 28 年 12 月 18 日(日) 東海北陸地区大会  中京大学豊田校舎 G  

平成 29 年 2 月 5 日(日)  関西大会  大阪国際大学枚方キャンパスグラウンド 

平成 29 年 2 月 12 日(日)  関西大会  花園第二グラウンド 

               

②NPO法人ヒーローズとは 会長 林敏之 

 私はラグビーと言うスポーツを通し、汗や涙を流し、さまざまな感動、湧き

上がる瞬間を体験しました。飾ることが出来ず作ることも出来ず、とめどなく

涙があふれた時、人に見せる私ではなく、私は私であり、真実の瞬間がありま

した。この湧き上がってくる元が感性であり、喜怒哀楽も涙も、夢や憧れだっ

て、皆感性から沸いてきます。 

 私は現役引退後、ラグビーで体験した感動、湧き上がる体験を伝えようと、

感性教育の道を志し、思えばワンテーマでやってきました。阪神淡路大震災か

ら１０年が経った時、「将来世代育成プロジェクト～ラグビー寺子屋」を立ち

上げ、そして今回活動を発展的に継続するために２００６年にＮＰＯ法人ヒー

ローズを設立しました。 

 私に夢を語り、新たな自分に出逢わせてくれた、憧れのヒーローがいたよう

に、私もひょっとしたら誰かのヒーローになれるかもしれません。いや本当は

誰もが自分自身の人生の、そして誰かのヒーローであるのです。 

 誰もがそれぞれの人生のヒーローになれるよう支援し、豊かな共生社会の創

造と将来世代の育成のために活動して行きます。 

 

＜林敏之プロフィール＞  

 高校時代をスタートに数々の代表を経て、大学3年から日本人代表のフォワードとして活躍。 

白いヘッドキャップと口ヒゲをトレードマークに、強烈なタックルや突進で、相手選手を病院送りに

したことから、「壊し屋」と異名をとった。 

 日本代表を13年間務め、代表キャップ38。神戸製鋼の7年連続日本一にも貢献。1999年、オクスフ

ォード大学留学中にケンブリッジ大学との定期戦（バーシティー・マッチ）に出場してブルーの称号

を獲得。オックスフォード歴代ベスト15に選ばれる。世界選抜でもプレー。同志社大学・神戸製鋼で

キャプテンを務める。1987年に開催された第１回ラグビーワールドカップでも日本代表のキャプテン

として活躍。1992年には英国の名門バーバリアンズ・クラブに招待された。東洋人初の快挙。 

 



③アスチャンTV 

 

 


